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１) 工事件名 (市)東八番丁小田原(その１)線外２線電線共同溝整備工事 １３)

２) 工事場所 仙台市宮城野区榴岡二丁目～若林区新寺二丁目地内

３) 発注者 仙台市長　郡和子

４) 受注者 (株)TOM

５) 契約工期 令和6年12月26日～令和8年3月27日

６) 当社請負金額   \260,000,000-　 税抜き １４)

７) 現場代理人 今野　宏昭

８) 監理技術者 今野　宏昭

９) 協力業者 1次　フジタ道路㈱　－　2次　㈱プロテック　（工事全般）

1次　中央建鉄㈱　　 （ 家屋調査）

1次　東海技研㈱　　　（駐輪場撤去）　  　

１０) 工事内容 ・電線共同溝（特殊桝１９基、分岐桝２基） 

・本体管路（L=3,077m）　・連携引込管路(L=2,457m）

・舗装（車道395m2、歩道686ｍ2） １5)

・排水構造物　　　  ・伐採及び伐根

・仮設工（覆工板）  ・構造物取壊し他

１１) 工事位置図

１２) 工事工程表

無電柱化イメージ

現現場場紹紹介介　　((市市))東東八八番番丁丁小小田田原原((そそのの１１))線線外外２２線線電電線線共共同同溝溝整整備備工工事事

事業の目的
道路上の電柱や電線は、景観を損なうだけでなく、歩行者や車いすの通行の妨げとなり、ま
た地震や台風などの災害時には電柱の倒壊により緊急車両などの通行に支障をきたす可
能性があるなど、様々な課題があります。この課題を解決するため、電電線線共共同同溝溝をを整整備備しし、、
地地上上のの電電柱柱・・電電線線ををななくくししまますす。。ここれれをを「「無無電電柱柱化化」」とといいいいまますす。。

現場写真

出典：国土地理院地図（GIS) 仙台駅東口

ユアテック本社

アゼリアヒルズ

項目 工種 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
事前協議 埋設物管理者
支障物移転 駐輪場移設
調査・計画 試験掘・家屋調査
準備工 支障木伐採
特殊部 BOX人孔設置
管路部 電線管路布設
後片付け

※1：完全週休二日制（土・日曜日休工）
※2：本体工事は夜間作業（22：00〜6：00）
※3：舗装切断は昼間作業（9：00〜17：00）

▼本体工事着

17

東八番丁小田原線外２線電線共同溝整備工事

広瀬通地下自転車等駐車場大規模改修工事

統 括 本 部

道路上の電柱や電線は、景観を損なうだけでなく、歩行者や車いすの通行の妨げとなります。また地震や 
台風などの災害時には電柱の倒壊により緊急車両などの通行に支障をきたす可能性があるなど、様々な 
課題があります。この課題を解決するため、電線共同溝を整備し、地上の電柱・電線をなくします。

施設の深刻な損傷による大規模な費用と長期利用停止を 
避けるため、「対症療法型」から「予防保全型」の維持管理に
転換し、長寿命化とライフサイクルコストの縮減を目指します。

仙台駅中心部の主要道路に面し、繁華街にも近接している現場
であり、地下駐輪場を運用しながらの工事だったため、資材
搬入時の車両・第三者との接触、施設利用への配慮に細心の
注意を払いました。元請職員としてこの公共改修工事を完遂し、
都市機能の円滑化と安全・快適な生活環境の提供に貢献できた
ことを誇りに感じています。

統括本部   
課長 相野谷 和之 （勤続31年） 職業能力開発総合大学校 卒

本現場では、騒音・振動を極力少なくするため、指示や話し方にも
注意するとともに、現場車両に『騒音・振動計』を設置し、モニター
表示を確認しながら注意喚起を行い、施工をしています。これま
で、苦情・事故は、発生しておりませんが、既存のライフラインが�
歩道下に近接しているので、地下埋設物の破損が発生しない�
よう、これからも各機関との連携を密に行い、安全作業に努めて
まいります。

統括本部   
工事係長 今野 宏昭 （勤続4年） 仙台市立仙台工業高校 卒

工 事 概 要

電線共同溝：�特殊桝19基 
分岐桝２基

本 体 管 路：�L=3,077m
連携引込管路：�L=2,457m
舗 装：�車道395m2 

歩道686m2 
工 事 内 容：�排水構造物、 

伐採及び伐根、 
仮設工（覆工板）、 
構造物取壊し 他

工 事 概 要

構 造：�鉄筋工ンクリート造
規 模：�地上1階地下1階建
工事内容：�屋根改修工事、外壁、

内壁、床改修工事、 
建具改修工事

地下1階 自転車等駐車場

地上１階　広瀬通地下自転車等駐車場出入口


